
第９期あきる野市第１号被保険者介護保険料
の設定に係る考え方について

第９期（令和６年度～令和８年度）の介護保険料の設定に向けては、
今現在、国で介護報酬改定や利用者負担割合などの検討・審議が進
められている状況です。
このことから、本日の委員会の資料では、国の検討状況とそれに応
じた対応等についてまとめています。
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あきる野市の第１号被保険者介護保険料の設定の考え方
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（スケジュール）１２月 １月 ２月 ３月

国から報酬改定案が示され、
給付見込みを算定し、介護保
険料を設定する。

・策定委員会
・市議会へ介護保険条例の改 
 正に係る議案提出

議決

１所得段階の設定について
　現在、国の標準段階９段階を所得再分配機能を強化するため、１３段階に細分化し、低所得者の

保険料の上昇抑制について検討がなされています。
　一方で、あきる野市の所得段階の設定は、国の標準段階を基準として１５段階の多段階設定をし
てきました。
　第９期におけるあきる野市の所得段階は、多段階設定することを前提として、国が検討してい
る細分化後１３段階の所得段階及び保険料率を踏まえ、設定とすることとします。

２介護給付費準備基金の取り崩しについて
　介護保険制度では、計画期間内に必要となる第１号被保険者介護保険料について、各計画期間に

おける保険料で賄うことを原則としています。また、各保険者（区市町村）において、計画期間の
最終年度に介護給付費準備基金の残高がある場合には、適正に取り崩し、第１号被保険者介護保険
料の急激な上昇の抑制に充てることができます。

　本市においては、現段階での令和５年度末における介護給付費準備基金の見込み残額が約５億５
千万円見込まれています。

　一方で、国からは、足下の物価・賃上げの動きが顕著になってきており、安定的な財政運営の重
要性が高まっていることから、これらを踏まえた介護給付費準備基金の繰入を検討するよう通知さ
れています。

　このことから、第９期介護保険料の算定に当たっては、一定の基金残高を確保しつつ、令和５
年度末の基金見込残高の一部を取り崩し、保険料の上昇の抑制に充当する予定です。


